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1935年から 1955年までの特許・実用新案に見る

金属製シンクの流し台の特徴について

特許及び実用新案 日本住宅公団 金属系シンク

ステンレス流し台

-はじめに

ステンレス製シンクの登場は戦後の家庭生活のなかにおけ

る台所に大きな変化を賀した。戦後、ステンレス製シンクの

開発に成功したのはサンウェーブ工業株式会社(以下 S社と

略す)であり、それが 1956年 9月 30日、日本住宅公固と提

携に及んで全国的に普及した。

流し台にステンレス素材が採用されたのは、錆びない・食

器を落としても割れない、見栄えが良い等の利点があった為

J)であるが、それ以前の流し台のシンクに金属素材が使われ

ていなかったわけではない。本稿では特許庁が所有する 1935

年'"'"'1955年までの特許申請による台所のデータベースを用い

て日本住宅公団が採用する以前の金属製シンクの特徴を考察

するものである。

1.特許庁に申請された台所の特許・実用新案について

特許庁の電子図書館のデータベースから、分類指定方法と

してFIを用いて、住宅用の流しに関する実用新案及び特許
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をまとめたものが表1である。 2)この資料には特許及び実用

新案の名称、出願日、考案者、出願者、流しの材料、特徴、

図面、図面内容の詳細が記述されており、そこから台所素材

について知ることができる。

特許・実用新案は 1891年に「審査ニ関スノレ標準j が定め

られたという記録があり、 1958年に初めて「審査基準Jが公

開された。その目的は「発明の保護及び利用を図ることによ

り、発明を奨励し、もって産業の発達に寄与することを目的

とするJ3) とあり、発明の奨励と産業の発達を意図したもの

であった。また、特許と実用新案の違いは、前者が前例のな

い画期的な発明を呼び、すでに製品になっているものに改良

の手を加え、製品の発展を促した発明については実用新案と

呼んで、使い分けていた。

表1に示すように、 1935年'"'"'1955年(日本住宅公団 発

足以前)までの台所に関する申請数は 33件あり、このうち

素材の発案に関する申請は金属系が 11件、コンクリート製

事
』

L.-

:三郎外ー名

阪アルミニI

F彊置畳Eト

m:tオ壷呈
明

属製

重個l製

-製、木
司I!J
I!J 

司修

，法r量畳

フアルトーモルタルι 石細

Jト
l製

璽
仁白i'i(YJ"ミニウム)

鋳鍛

ゴム板敷

導鳴り
YANAGIDA Nobuyuki・FUnYAYouetsu 

UCHIDA Seizo・YASUNOAkira 



Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

が3件、人研製が O件、タイル製が 1件、木製が 3件、その 見られなかったことがわかる。また金属板の名称も「ステン

他が 3件、不明が 12件である。また、金属素材が使用され レスJという用語は見つからず、トタン板・銅版を使ったシ

た部位については、シンク部、脚部、その他に分けられ、金 ンクの改良がほとんどであった。

属系の素材については図面と図面に添付した説明を通じて、

施工法の詳細を知ることが -ー 2.ステンレスの変遷

できる。例えば、戦前期 γ十し ・4 ちなみに、ステンレスの発明は 1912年イギリスのプリア

(1935'"'-'1945)における金 .¥-=:干勺 κて3凱 A リーが特許を取得したのが最初である。 4) 日本では家庭の中

属系の申請は 2件だけであ 議選持僻町コ~誹~K に水道栓が導入され、平板流し台から、枠付き流し台・トタ

るが、うち l件に--::>¥(''"(1'1 ~γにち-jt ン引~mt L-il. ~ -1 Iv張り流し台・コンクリート製流し台へ
脚部への使用であり、もう 〓ヨモ誌、お診部凶器で二託 と変化を遂げ、戦後になって金属板の流し台が増える傾向が

1件についてはシンクへの

使用・改良を述べている。

金属板のシンクの改良につ

いては、「主稽(I)の内方に

は金属板(2)を張着し金属 図1実公昭15-<l∞129~健用新案(験前)

板には「エナメノレ」塗料(3)を塗布し流箱主穂(I)の側壁(8)

の上端に上部枠(4)を固着し段部(5)を形成せしめて水切り板

(6)を…J(実公昭 15-000129)と記しており、その施工方法

は金属板を小さく切り、釘止めやハンダ付けによってつなぎ

合わせる方法で、伝統的な板金技術を踏襲した技法であった

ことがわかる。また戦後における申請でも、その施工法は

「函 5は内面に金属板を張着し底周囲に突起を設け各周側枠

の上端縁に・・・ J(実公昭 25-002543)とあるように、底部

と側部の金属板をハンダ付けする方法を取っている。戦後に

なって、流し台シンクに金属板が使用されるケースが増えて

いくが、その施工法は従来までの板金技術を踏襲した内容で

あり、プレス機を使ったシンクの開発に近い申請はほとんど

表2 特許及び実用新案における流し台に関する申簡の猿り分け
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ある。木製から金属板の流し台にいたる中間期において、タ

イノレ張り・コンクリート製が登場するが、それらタイル張

り・コンクリート製では食器が割れ、流し台自体の割れ等に

よる漏水で水がしみ込む問題があった。そこでシンクの材料

に金属板が採用され特に注目を浴びたのが腐蝕に強いステン

レスであった。

しかし、当時のステンレス流し台におけるその施工法は金

属板を小さく切り、ハンダ付けして接合する、それまでの板

金技術を踏襲した内容であった。そのうえ、当時のステンレ

スは入手が困難で、厚さは lmm以上に加えて不均._5)であり、

全て工程を手作業で行うには困難であった。そのため、安定

した品質を保った流し台の確保は難しく、ステンレスの切断

にも時聞を要して、月生産能力は 30台前後であったと言わ

れている。ステンレス流し台の大量生産にはステンレスの品

質の確保と、機械の導入が必要不可欠であった。

-まとめ

本稿では 1935年"-'1955年の特許・実用新案を通じて、日

本伍屯公聞か珠用したスアンレス流し官以前の金属製シンタ

の特徴について考察した。まとめると以下のようになる。①

戦前までの金属製シンクは実用新案において 33件中 2例と

極めて少ない。②戦後になって金属製シンクの申請が頻繁に

行われるが、その施工法は小さく切った金属板を釘止めやハ

ンダ付けでつなぎ合わせる、板金技術を踏襲した技法であっ

た。③ステンレス流し台の大量生産には、ステンレスの品

質確保と機械を使った技術が必要であり、それらの条件

を整備させる必要があったことがわかる。
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